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2 当該期間の実施報告の詳細
平成２１年度は、システムBでRBC/UKQCDグループのDomain Wall Fermionゲージ配位（２４^３x６４）を読み込んで３２CPUに分割して計算する準備作業が巧くいかなかったため、計算機自体を使う時間はあまりなかったが、四元数表示でのゲージ固定方法などのMathematicaを使った解析手法に進展があった。

成果は平成２２年８月のキプロス島パフォスでのStrongNet2010（ヨーロッパの格子QCD研究グループのワークショップ）と、その直後のスペインのマドリッドでのQuark Confinement and Hadron Spectrum IX国際シンポジウムで発表した。

また理化学研究所で９月に開催された次世代スーパーコンピュータに向けたワークショップでも発表した。

３２CPUに分割する作業は、あらかじめ１６CPU用に分割した配位を準備して、

偶数番目のCPUで読み込み、それぞれの隣のCPUに転送することで解決できた。
１６CPUへの分割はシステムAでもできるが、筑波大のT2Kで１６CPUでゲージ固定までできる見通しができたので、T2Kで分割してシステムBに転送し、BlueGeneとT2Kの比較をすることにした。

２４^３x６４の配位のLandauゲージ固定とそれに続くCoulombゲージ固定はまだ成功してないが、２２年度後半から２３年度に５０サンプル程度を目標に実施する予定である。方法は１６＾３ｘ３２で成功した宇都宮大学工学部の中島日出雄氏との共同研究で使ったMultiGridの方法を使っている。しかし、サイズが大きいことによるMPIプログラムの修正が必要になっている。
